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　雪がとけて久万高原に春の足音がきこえてきま
した。例年３月下旬から４月上旬にかけて町内各
所で桜が咲き誇り、地域の方々の手で大切に守ら
れている「法蓮寺のしだれ桜」は、開花時期の夜
間ライトアップされた幻想的な姿も楽しめます。
また中津の国道33号線沿いにある「旭の桜並木」も
見ごたえがあり、地元のご夫婦が１本１本手植えし
て育てた「中津 花桃の里」は久万高原の桃源郷。
５月は「大川嶺のツルギミツバツツジ」も絶景で
す。春の色に彩られた自然豊かな久万高原町にぜ
ひお越しください。

久万高原町

▲中津 花桃の里

▲法蓮寺のしだれ桜

▲大川嶺のツルギミツバツツジ

▲旭の桜並木



　令和₇年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 191 号　（2）　

自治功労者として表彰（坂本松野町長）

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
78
回
定
期
総
会

を
2
月
19
日（
水
）
午
前
11
時
30
分
か
ら
、

「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」

で
、
県
下
9
町
の
町
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
高
門
副
会
長
（
伊
方
町

長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
続

第
78
回
定
期
総
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

副
会
長
が
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
定
期
総
会
終
了
後
、
次
の
件
に
つ

い
て
、9
町
の
町
長
に
よ
り
協
議
を
行
っ
た
。

　

⑴　

各
団
体
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て

　

⑵　

村
上
総
務
大
臣
と
の
意
見
交
換
会

日
程
（
案
）
に
つ
い
て

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
自
治
功
労
者

◦
町
長
3
期
（
3
名
）

　

久
万
高
原
町　

町　

長　

河
野　

忠
康

　

伊　

方　

町　

町　

長　

高
門　

清
彦

　

松　

野　

町　

町　

長　

坂
本　
　

浩

◦
退
職
町
長
4
期
（
1
名
）

　

愛　

南　

町　

町　

長　

清
水　

雅
文

い
て
河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
吉
田
全
国
町
村
会
長
の
代
理

と
し
て
、
河
野
全
国
町
村
会
行
政
部
長
が

祝
辞
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
た
4
名
の
自
治
功
労
者
の
方
々
に
対
し

て
表
彰
状
の
伝
達
・
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

次
に
村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
を
は
じ
め

と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
祝
電

を
事
務
局
が
代
読
し
た
。

　

引
き
続
き
、議
事
に
入
り
、
ま
ず
、規
約

に
よ
り
河
野
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議

事
録
署
名
人
に
小
野
植
内
子
町
長
、
中
村

愛
南
町
長
を
指
名
し
、
次
の
と
お
り
議
事

を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
6
年
会
務
報
告

　

議
長
は
、
内
容
を
報
告
し
、
全
員
異

議
な
く
了
承
し
た
。

⑵　

議
案
第
1
号　

理
事
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
長
か
ら
説
明
し
た
後
、
理
事

は
議
長
の
指
名
推
薦
で
選
任
す
る
こ
と

と
な
り
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

理　

事　

坂
本　

浩
（
松
野
町
長
）

　
（
任
期
は
、令
和
7
年
6
月
5
日
ま
で
の

残
任
期
間
）

⑶　

議
案
第
2
号　

令
和
7
年
度
本
会
事

業
計
画

⑷　

議
案
第
3
号　

令
和
7
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑸　

議
案
第
4
号　

令
和
7
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑹　

議
案
第
5
号　

令
和
7
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、事
務

局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
後
、
議
長

は
、
議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で

の
4
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
採
決
を
諮
っ
た
結
果
、
異
議
も
な

く
、
議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で

の
4
議
案
は
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
高
門

あいさつをする河野会長
（久万高原町長）

祝辞を代読する河野部長
（全国町村会行政部長）

祝辞を述べる三宅愛媛県議会議長

開会のことばを述べる高門副会長
（伊方町長）

祝辞を述べる中村愛媛県知事

定
期
総
会
に
か
か
る

  

意
見
交
換
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
町
村
会･

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
2
月
19
日（
水
）開
催
の
定
期
総

会
終
了
後
、午
後
5
時
30
分
か
ら「
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、
定

期
総
会
に
出
席
の
町
長
と
議
長
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
じ
め
に
河
野
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
中

村
愛
媛
県
知
事
、
三
宅
愛
媛
県
議
会
議
長

か
ら
懇
篤
な
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
祝
辞
を
述
べ
た
以
外
の
来
賓

と
し
て
、河
野
全
国
町
村
会
行
政
部
長
、松

浦
全
国
町
村
議
会
議
長
会
総
務
部
長
、
雲

峰
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
を
紹
介
し
た
後

に
、前
田
愛
媛
県
町
村
議
会

議
長
会
長（
上
島
町
議
会
議

長
）の
発
声
に
よ
り
町
長
と

議
長
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

最
後
に
、高
門
副
会
長
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、定
期

総
会
の
全
行
事
を
終
了
し

た
。
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
76
回

定
期
総
会
を
2
月
19
日（
水
）午
後
3
時
30

分
か
ら
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
松
山
」
で
、
県
下
8
町
の
議
長
及
び
久

万
高
原
町
議
会
副
議
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
加
藤
監
事
（
松
野
町
議

会
議
長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、

続
い
て
久
保
副
会
長（
内
子
町
議
会
議
長
）

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
渡
部
全
国
町
村
議
会
議
長
会

長
の
代
理
と
し
て
、
松
浦
全
国
町
村
議
会

第
76
回
定
期
総
会
を
開
く

会
長
に
前
田
省
二
氏（
上
島
町
議

会
議
長

）を
選
出
　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

議
長
会
総
務

部
長
が
祝
辞

を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、

全
国
町
村
議

会
議
長
会
長

か
ら
表
彰
さ

れ
た
愛
南
町

議
会
並
び
に

6
名
の
自
治

功
労
者
の

方
々
に
対
し

て
表
彰
状
の

伝
達
・
贈
呈

を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
、

村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た

本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
祝
電
を
事
務

局
が
代
読
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
会
長
が
欠
員
の
た

め
規
定
に
よ
り
、
会
長
職
務
代
理
者
で
あ

る
久
保
副
会
長
が
議
長
と
な
り
、
次
の
と

お
り
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

選
挙
第
1
号　

会
長
の
補
欠
選
挙
に

つ
い
て

⑶　

認
定
第
1
号　

令
和
5
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

⑷　

議
案
第
1
号　

令
和
7
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

⑸　

認
定
第
2
号　

令
和
5
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

⑹　

議
案
第
2
号　

令
和
7
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑺　

議
案
第
3
号　

令
和
7
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑻　

議
案
第
4
号　

令
和
7
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑼　

選
挙
第
2
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事

務
組
合
議
員
の
互
選
に
つ
い
て

　

⑴
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
か
ら
説
明
し
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑵
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
会
長
が

欠
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
期
会

長
を
選
出
す
る
旨
説
明
が
あ
り
、
選
出
方

法
は
、
規
約
運
用
内
規
に
基
づ
き
、
会
長

は
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
す
る
こ
と
を

一
同
了
承
し
、
た
だ
ち
に
休
憩
し
選
考
に

入
っ
た
。

　

再
開
後
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
次
の
と

お
り
協
議
結
果
の
発
表
が
あ
り
、
新
会
長

を
選
出
し
た
。

　
〈
新
会
長
〉

　
　

会　

長　

前
田　

省
二

	

　
（
上
島
町
議
会
議
長
）

　

な
お
、
任
期
は
令
和
7
年
6
月
2
日
ま

で
の
残
任
期
間
。

　

前
田
会
長
か
ら
会
長
就
任
の
挨
拶
の
あ

と
、
規
約
に
基
づ
き
議
長
と
な
っ
た

　

⑶
～
⑻
の
議
題
に
つ
い
て
も
、
事
務
局

か
ら
説
明
し
、
一
同
異
議
な
く
認
定
又
は

決
定
さ
れ
た
。

優良議会表彰（愛南町議会佐々木議長）

祝辞を代読する松浦部長
（全国町村議会議長会総務部長）

あいさつする久保副会長
（内子町議会議長）

　

⑼
に
つ
い
て
は
、新
会
長
が
選
出
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
追
加
議
題
と
し
、
事
務
局
か

ら
、
説
明
が
あ
っ
た
後
、
前
田
上
島
町
議
会

議
長
を
選
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
久
保
副
会
長
が
述
べ
、

盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

南
宇
和
郡
愛
南
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

◦
議
員
50
年
以
上
在
職
者
（
1
名
）

　

砥　

部　

町　

議　

員　

三
谷　

喜
好

◦
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
5
名
）

　

久
万
高
原
町　

議　

員　

髙
橋　

末
廣

　

内　

子　

町　

議　

員　

泉　
　

浩
壽

　
　
　

〃　
　
　

議　

員　

大
木　
　

雄

　
　
　

〃　
　
　

議　

員　

山
本　
　

徹

　

鬼　

北　

町　

議　

員　

芝　
　

照
雄
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愛
媛
県
町
村
会
は
、2
月
6
日（
木
）
午

前
10
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
会
議

室
で
「
第
1
回
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
会
長
の
河
野
久
万
高
原
町

長
、
副
会
長
の
高
門
伊
方
町
長
、
理
事
の

上
村
上
島
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
1
回
理
事
会
】

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

河
野
会
長

₃　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₄　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

令
和
7
年
度
愛
媛

県
町
村
会
事
業
計
画

　

⑵　

議
案
第
2
号　

令
和
7
年
度
愛
媛

県
町
村
会
会
費
の
分
賦
方
法

　

⑶　

議
案
第
3
号　

令
和
7
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　

⑷　

議
案
第
4
号　

令
和
7
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

　

⑸　

議
案
第
5
号　

令
和
7
年
度
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
支

部
予
算

　
　

議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で

第
１
回
理
事
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

令和₇年度　愛媛県町村会事業計画
○　方　　針
　　令和₇年度は、本会規約第₃条「地方公共事務の円滑な運営と県内の町の振興発展
を図ることを目的とする。」を基本理念として、全町の振興発展に寄与するため、引
き続き各種事業を積極的に展開する。

　　地方を取り巻く状況は、少子高齢化の進展・生産年齢人口の減少をはじめ、個人
の価値観の多様化、気候変動の影響による大規模災害・感染症などの新たなリスク
の顕在化、デジタル社会の進展等により大きく変化している。

　　このような中、国と地方は、少子化の進行と人口減少という課題を克服し、地域の
特徴を活かした自律的で持続可能な社会を実現するため「東京一極集中の是正」と
「地方の活性化」の実現に必要となる各般の施策を推進しなければならない。
　　この時にあたり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚し、県内の₉町が
一丸となって〝住民のための自治＂の確立並びに安心安全な地域社会を実現し、持
続可能な活力ある地域を創生するため、下記事項を積極的に推進するよう努めるも
のとする。

記
○　主要事項
　⑴　県内₉町の連携強化　　⑵　国及び県に対する実行運動
　⑶　分権型社会の推進　　　⑷　職員等各種研修会の実施
　⑸　公有物件共済事業等への加入推進
　⑹　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　⑺　全国町村会・愛媛県及び県内11市等との連絡調整
主要事項の概要
₁　県内₉町の連携強化
　・理事会の開催　・全員連絡会の開催　・定期総会・臨時総会の開催
　・国内外の先進自治体視察研修会の実施　・副町長会の開催
　・総務課長会議の開催
₂　国及び県に対する臨機な実行運動
　・国の施策及び予算編成に関する要望
　・四国四県町村長大会決議事項の要望
　・全国町村長大会決議事項の要望
　・愛媛県、県市長会及び県町村議会議長会と連携した要望
　・その他町行財政推進に係る要望
₃　分権型社会の推進
　・税財源を伴った権限移譲等の推進
　・全国の町村と連携した分権型社会の推進
₄　職員等各種研修会の実施
　・新規採用・初級・中級・係長職員研修会（各町職員を対象）
　・法制執務研修会（〃）　・管理職員に対する研修会
₅　公有物件共済事業等への加入推進
　・公有建物災害・自動車損害共済事業（市町等を対象）
　・総合賠償補償保険事業（〃）　・団体生命（弔慰金）事業（〃）
　・自治会活動保険事業（〃）　・非常勤職員公務災害補償保険事業（〃）
　・災害対策費用保険事業（〃）
　・自治体委託業務等災害補償保険事業（〃）
　・全国町村職員生活協同組合事業（市町等職員を対象）
　　　火災共済・自動車共済・特定疾病保険・車両共済
　・全国町村等職員任意共済保険事業（〃）
　　　任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険
　・全国町村等職員個人年金共済事業（〃）
₆　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　・町長等の給与ならびに議会議員各種委員等の報酬額の調査結果
　・基準財政需要額・基準財政収入額・財源不足額の調査結果
　・県関係の情報提供　・全国町村会等からの情報収集と提供
　・町会報えひめの発行　・本会ホームページの充実強化
₇　全国町村会等との連携、連絡調整
　・全国町村会、都道府県町村会、愛媛県、県市長会及び11市並びに県内関係団体等
との連携、連絡調整

₈　その他
　・本会内各種協議会に関する事務の推進
　　愛媛県市町各種事業総合協議会（愛媛県水道協会　愛媛県清掃事業協会　全国山

村振興連盟愛媛県支部　全国市町村水産業振興対策協議会愛媛県支部　愛媛県ダ
ム所在・発電関係市町協議会）　愛媛県人権協会　愛媛県過疎地域協議会

　・軽自動車税課税事務に関する申告書受付に関する事務
　・町職員採用試験問題集に係る事務　・会員のニーズに対応した諸事業の展開

　

町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
内
子
町
長
選
挙

が
1
月
26
日
に
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
現
職
の
小
野
植
正
久
氏
が
再
選

さ
れ
た
。

　
　

内
子
町
長

　
　
　
小お

野の

植う
え

　
正ま

さ

　
久ひ

さ

　
氏

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
砥
部
町
長
選
挙

が
1
月
26
日
に
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
新
人
の
古
谷
崇
洋
氏
が
当
選
さ

れ
た
。

　
　

砥
部
町
長

　
　
　
古ふ

る

　
谷た

に

　
崇た

か

　
洋ひ

ろ

　
氏

の
5
議
案
は
関
連
す
る
た
め
、
一
括
し

て
審
議
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
局
か
ら

説
明
を
行
っ
た
後
、
議
長
が
質
疑
の
有

無
及
び
採
決
に
つ
い
て
諮
っ
た
結
果
、

質
疑
、
異
議
い
ず
れ
も
な
く
、
議
案
第

1
号
か
ら
議
案
第
5
号
は
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

　
　

な
お
、
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4

号
の
4
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
規
約

第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
来
る
2
月

19
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
の
承
認
を

得
る
た
め
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
会
第
78
回
定
期
総
会

に
つ
い
て

　

⑵　

各
団
体
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
説
明

し
、
一
同
了
承
し
た
。
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
7
年

2
月
5
日（
水
）
に
第
76
回
定
期
総
会
及
び

都
道
府
県
会
長
会
を
「
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル

麹
町
」
に
て
開
催
し
、
本
県
か
ら
三
谷
会

長
（
砥
部
町
議
長
）、
事
務
局
長
及
び
事
務

局
職
員
が
出
席
し
た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、「
自
治
功
労
者
表

彰
」
2
9
4
名
、「
町
村
議
会
表
彰
」
23
議

会
並
び
に
「
町
村
議
会
広
報
表
彰
」
21
議

会
を
表
彰
し
、
代
表
し
て
本
県
会
長
の
三

谷
喜
好
愛
媛
県
砥
部
町
議
会
議
員
（
議
員

50
年
以
上
在
職
）
が
表
彰
状
を
受
領
し
、謝

辞
を
述
べ
た
。

第
76
回
定
期
総
会
・

　
　

都
道
府
県
会
長
会
を
開
催
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
　

■
第
76
回
定
期
総
会

　

次
第
は
次
の
と
お
り

1　

会
長
あ
い
さ
つ

2　

表　

彰

3　

来
賓
祝
辞

4　

謝　

辞

5　

議
長
選
出

6　

議　

事

　

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

役
員
の
異
動
報
告

　

日
程
第
3　

議
案
第
1
号

　
　

役
員
の
補
欠
選
任

　

日
程
第
4　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
等
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、半
島
振
興
法
の
改
正
・

延
長
及
び
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

を
求
め
る
決
議

■
都
道
府
県
会
長
会

　

日
程
第
1　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

都
道
府
県
会
長
の
異
動

　

日
程
第
3　

報
告
第
1
号

　
　

第
68
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

係
る
要
請
活
動

　

日
程
第
4　

報
告
第
2
号

　
　

日
本
創
生
に
向
け
た
人
口
減
少
対
策

な
ど
を
求
め
る
緊
急
提
言

　

日
程
第
5　

報
告
第
3
号

　
　

自
由
民
主
党　

予
算
・
税
制
等
に
関

す
る
政
策
懇
談
会　

　

日
程
第
6　

報
告
第
4
号

　
　
「
年
収
1
0
3
万
円
の
壁
」の
見
直
し

等
に
関
す
る
緊
急
要
望

　

日
程
第
7　

報
告
第
5
号

　
　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
6
年

度
第
2
回
・
第
3
回
）

　

日
程
第
8　

報
告
第
6
号

　
　

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と

の
意
見
交
換
会

　

日
程
第
9　

報
告
第
7
号

　
　

第
10
回
防
災
推
進
国
民
会
議

　

日
程
第
10　

報
告
第
8
号

　
　

自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
・
消
防

議
員
連
盟
合
同
会
議

　

日
程
第
11　

報
告
第
9
号

　
　

令
和
7
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い

て
の
共
同
声
明　

　

日
程
第
12　

報
告
第
10
号

　
　

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
を
求
め
る
決
議

　

日
程
第
13　

報
告
第
11
号

　
　

議
会
三
団
体
の
主
権
者
教
育
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成

　

日
程
第
14　

報
告
第
12
号

　
　

議
員
報
酬
の
見
直
し
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　

日
程
第
15　

報
告
第
13
号

　
　

議
員
報
酬
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
概
要
（
確
定
版
）

　

日
程
第
16　

報
告
第
14
号

　
　

議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定
状
況
調
査
結
果

の
概
要
（
確
定
版
）
及
び
追
加
調
査

　

日
程
第
17　

議
案
第
1
号

　
　

標
準
町
村
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改

正

　

日
程
第
18　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
7
年
度
議
長
会
事
業
計
画

　

日
程
第
19　

議
案
第
3
号

　
　

令
和
7
年
度
議
長
会
収
支
予
算

　

日
程
第
20　

そ
の
他
1

　
　

女
性
町
村
議
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
仮
称
）（
資
料
な
し
）

　

日
程
第
21　

そ
の
他
2

　
　

町
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る

無
投
票
及
び
定
数
割
れ
団
体
数
調
査

（
仮
称
）（
資
料
な
し
）

表彰を受ける三谷会長（砥部町議会議長）
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

河
野
久
万
高
原
町
長
）は
、2
月
21
日（
金
）

15
時
00
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
令
和
7
年
第
1
回
定
例
会
を
開
催

し
た
。

　

出
席
者
は
、
河
野
忠
康
組
合
長
・
二
宮

副
組
合
長
（
大
洲
市
長
）
と
、
管
家
西
予

市
長
・
加
藤
東
温
市
長
・
兵
頭
鬼
北
町
長
・

亀
田
東
温
市
議
会
議
長
・
前
田
上
島
町
議

会
議
長
の
各
議
員
お
よ
び
監
査
委
員
の
坂

本
松
野
町
長
。

　

本
定
例
会
は
、
議
長
及
び
副
議
長
欠
員

令
和
７
年
度
予
算
決
定

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
20
日
松
野
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
森

岡
健
治
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

松
野
町
議
会
議
長

　
　
　
森も

り

　
岡お

か

　
健け

ん

　
治じ

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
6
日
砥
部
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
東

勝
一
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
　
東

ひ
が
し

　
　
　
勝

し
ょ
う

　
一い

ち

　
氏

の
た
め
、「
議
長
の
選
挙
」
を
行
い
前
田
議

員
を
議
長
に
決
定
し
た
。
以
降
は
前
田
議

長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
会
議
録
署
名
議

員
に
管
家
議
員
及
び
兵
頭
議
員
の
両
名
を

指
名
し
、
本
定
例
会
の
会
期
を
1
日
限
り

と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

向
井
事
務
局
長
及
び
清
川
次
長
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
選
出
及
び
承
認
並

び
に
議
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
議
案
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
。

■
議
　
事

選
挙
第
1
号　

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

上
島
町
議
会
議
長　

前
田　

省
二　

氏

　
（
任
期
令
和
7
年
2
月
21
日
～
組
合
議

会
議
員
の
任
期
満
了
ま
で
）

選
挙
第
2
号　

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

東
温
市
議
会
議
長　

亀
田　

尚
之　

氏

　
（
任
期
令
和
7
年
2
月
21
日
～
組
合
議

会
議
員
の
任
期
満
了
ま
で
）

議
案
第
1
号　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
）

議
案
第
2
号　

令
和
6
年
度
本
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
3
号　

令
和
6
年
度
本
組
合
退
職

手
当
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
4
号　

令
和
6
年
度
本
組
合
消
防

補
償
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
5
号　

令
和
6
年
度
本
組
合
交
通

災
害
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
6
号　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
7
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
8
号　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
9
号　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
退
職

手
当
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
消
防

補
償
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
交
通

災
害
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
議
員

公
務
災
害
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
議
案
第
16
号　

監
査
委
員
選
任
の
同
意
に

つ
い
て

　

松
前
町
長　

田
中　

浩
介　

氏

　
（
任
期
令
和
7
年
2
月
24
日
～
令
和
9

年
2
月
23
日
）

選
挙
第
3
号　

次
期
組
合
長
の
選
挙
に
つ

い
て

　

久
万
高
原
町
長　

河
野　

忠
康　

氏

　
（
任
期
令
和
7
年
4
月
26
日
～
令
和
9

年
4
月
25
日
）

■
追
加
議
題

議
案
第
17
号

　

次
期
副
組
合
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

大
洲
市
長　

二
宮　

隆
久　

氏

　
（
任
期
令
和
7
年
4
月
26
日
～
令
和
9

年
4
月
25
日
）
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砥
部
町
長
を

　
　
　

退
任
す
る
に
あ
た
っ
て

　

平
成
25
年
2
月
の
砥
部
町
長
就
任
以

来
、
3
期
12
年
に
渡
り
町
政
の
運
営
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
任

期
満
了
を
も
っ
て
退
任
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。　

　

町
職
員
か
ら
、
収
入
役
、
副
町
長
を
経

て
町
長
と
な
り
ま
し
た
私
は
、
半
世
紀
以

上
、
砥
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

き
た
訳
で
す
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
私
自
身
、

砥
部
町
に
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

町
長
と
な
っ
て
か
ら
の
12
年
間
は
、

“
育
て
の
恩
”
に
報
い
る
つ
も
り
で
、子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
多
彩
な
支

援
、
学
校
施
設
整
備
に
よ
る
教
育
環
境
の

向
上
、
紅
ま
ど
ん
な
の
産
地
化
を
は
じ
め

と
し
た
農
林
産
業
の
強
靭
化
、
砥
部
焼
を

核
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
自

治
体
D
X
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
は
、

職
員
と
と
も
に
築
き
上
げ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
の
成
果
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
今
期
の
4
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
脱
却
を
は
じ
め
、
松
山
南
高
等
学
校

砥
部
分
校
の
統
廃
合
問
題
、
台
湾
新
北
市

謳
歌
区
と
の
交
流
促
進
な
ど
、
重
要
課
題

も
山
積
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
砥
部
分
校

に
つ
い
て
は
、
町
に
よ
る
産
官
学
連
携
の

同
校
魅
力
化
提
案
に
よ
り
統
合
が
猶
予
さ

れ
、
謳
歌
区
と
も
交
流
に
係
る
覚
書
の
締

結
に
至
り
、
未
来
志
向
の
土
台
を
築
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
2
月
か
ら
令
和
5
年

6
月
ま
で
の
間
、
町
村
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
通
例
と
は
異
な
る
対
応
に
苦
慮

し
つ
つ
も
、
県
知
事
や
各
市
町
長
、
県
町

村
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ

り
、
大
過
な
く
任
期
を
全
う
で
き
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
く
中
に
あ
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
に
つ
い
て
は

自
問
自
答
す
る
日
々

で
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
は
違
っ
て
も
、

想
い
と
立
場
を
同
じ

く
す
る
皆
さ
ん
と
の

交
流
が
、
町
長
と
し

て
の
私
を
支
え
、
歩

み
を
後
押
し
し
て
く

前
砥
部
町
長

　�

佐
　
川
　
秀
　
紀

随想随想随想

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

県
を
含
む
関
係
機
関
の
皆
様
の
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
、
ご
指
導
に
対
し
、改
め
て
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
任
後
は
、
こ
れ
ま
で
尽
く
し
て
く
れ

た
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
を
思
う
気
持
ち
に
は
、
い
さ
さ
か
も
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
名
誉
町
民
、
坂
村
真
民
先
生
の

詩
に
あ
る
と
お
り
、
私
も
ふ
る
さ
と
を
磨

く
「
砥
部
の
砥
石
」
の
一
つ
と
な
り
、
微

力
な
が
ら
、
砥
部
町
の
発
展
に
尽
く
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
と
と
も
に
、
県
及
び
市
町
の

今
後
ま
す
ま
す
の
連
携
・
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

紅まどんな
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会
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長
を
選
出

定
期
総
会
を
開
催

�
　
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
は
、
2
月
28

日（
金
）
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
「
令
和
6

年
度
定
期
総
会
」
を
会
員
市
町
等
か
ら
22

名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

　
　
　

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
知
事

　
　
　
（
代
理　

山
名
企
画
振
興
部
長
）

４　
「
愛
媛
県
に
お
け
る
人
口
減
少
の
現

状
と
取
組
み
に
つ
い
て
」

　
　

県
地
域
政
策
課
の
岡
田
課
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

5　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

令
和
5
年
度
決
算

　

⑶　

令
和
7
年
度
事
業
計
画

　

⑷　

令
和
7
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法

　

⑸　

令
和
7
年
度
予
算

　

⑹　

決
議
（
案
）

　

⑺　

役
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

会　

長　

河
野　

忠
康

	

（
久
万
高
原
町
長
）

　
　

副
会
長　

岡
原　

文
彰

	

（
宇
和
島
市
長
）

　
　

副
会
長　

村
上　

松
平

	

（
大
洲
市
議
会
議
長
）

　
　

副
会
長　

兵
頭　

誠
亀（
鬼
北
町
長
）

　
　

監　

事　

菅
家　

一
夫（
西
予
市
長
）

　
　

監　

事　

佐
々
木
史
仁

	

（
愛
南
町
議
会
議
長
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
7
年
3
月
16
日
か

ら
令
和
9
年
3
月
13
日
。

２
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
令
和
6
年
度
愛
媛
県
犯
罪
被
害

者
等
支
援
推
進
会
議
、
全
国
過
疎
連
盟

第
1
6
1
回（
令
和
6
年
度
第
3
回
）幹

事
会

▽
4
日
＝（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館
定

例
理
事
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
評
議
員
会
、
四
国
四
県
町
村
議

会
議
長
会
会
長
・
事
務
局
長
意
見
交
換

会
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
令
和

6
年
度
第
2
回
評
議
員
会

▽
5
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
76
回

定
期
総
会
・
記
念
講
演
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
、
町
村
議

会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
、
全
国
町
村

議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
6
年
度
第

1
回
理
事
会
、
愛
媛
県
犯
罪
の
起
き
に

く
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部
会
議
・
講
演
会

▽
7
日
＝
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
常
任
理
事
会
・
理
事
会
合
同
会

議
▽
12
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
令
和

5
年
度
会
計
監
査

▽
13
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
1

回
正
副
会
長
会

▽
17
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
令
和
5
年
度
会
計
監
査

▽
19
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
78
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
76
回

定
期
総
会

▽
21
日
＝（
公
財
）日
本
人
事
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会

（
リ
モ
ー
ト
開
催
）、
愛
媛
県
市
町
総
合

事
務
組
合
令
和
7
年
第
1
回
組
合
議
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
5
年
度

会
計
監
査
、
新
し
い
公
益
法
人
制
度
説

明
会（
W
e
b
会
議
）

▽
27
日
＝
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
議

会
、
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛

媛
県
本
部
運
営
会
議

▽
28
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
定
期

総
会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

6
年
度
第
2
回
役
員
会

　

令
和
の
コ
メ
騒
動

　

2
月
4
日
～
6
日
は
、
愛
媛
の
三
大
ま

つ
り
の
一
つ
で
あ
る
伊
予
路
に
春
を
呼
ぶ

通
称
『
椿
さ
ん
』（
松
山
市
内
の
伊
予
豆
比

古
命
神
社
：
椿
神
社
）。
み
ぞ
れ
混
じ
り
の

雪
が
ち
ら
つ
く
寒
風
の
な
か
遠
、
近
在
か

ら
45
万
人
超
が
参
拝
し
た
。『
椿
さ
ん
』は
、

商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
今

は
健
康
、
交
通
安
全
、
勝
負
運
や
願
い
事

全
て
に
ご
利
益
あ
る
神
社
で
名
を
馳
せ
る
。

毎
年
旧
暦
の
1
月
7
日
か
ら
3
日
間
開
か

れ
、
特
に
当
地
方
で
一
番
寒
さ
厳
し
い
時

季
に
あ
た
り
、
そ
の
後
、
暖
か
い
春
が
訪

れ
る
。
今
年
は
言
い
伝
え
通
り
で
あ
っ
た

が
、
日
本
列
島
が
ブ
ル
ブ
ル
と
震
え
る
時

節
と
も
重
な
っ
た
。
如
月
も
大
寒
波
と
3

月
の
よ
う
な
暖
か
さ
が
混
じ
り
、
早
咲
き

桜
や
水
仙
、
梅
花
に
続
い
て
今
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
と
春
本
番
を
待
つ
日
々
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」。

我
が
国
で
唯
一
自
給
の
名
を
張
る
「
コ
メ
」

が
、
品
不
足
・
流
通
・
価
格
高
騰
に
対
処

す
る
た
め
、
不
作
・
災
害
時
に
対
応
の
備

蓄
米（
1
0
0
万
ｔ
）を
運
用
開
始
の
平
成

7
年
以
来
放
出
と
な
っ
た
。
コ
メ
不
足
と

高
騰
の
流
れ
は
、
昨
年
夏
ご
ろ
問
題
と
な

り
な
が
ら
新
米
で
解
消
な
ら
ず
。
21
万
ｔ

の
内
ま
ず
15
万
ｔ
が
3
月
下
旬
に
は
店
頭

へ
。
コ
メ
の
生
産
量
は
、
お
と
年
6
6
1

万
ｔ
に
対
し
、
昨
年
は
6
7
9
万
ｔ
。
な

れ
ど
集
荷
量
で
は
21
万
ｔ
が
消
え
た
（
実

の
コ
メ
不
足
は
39
万
ｔ
？
解
消
は
難
）。
一

部
の
新
集
荷
業
者
ら
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
い

る
？

　

我
が
国
は
、
先
の
大
戦
直
後
に
厳
し
い

食
糧
難
か
ら“
昭
和
の
飢
き
ん
”
に
国
民
は

難
儀
し
た
。
そ
れ
以
降
、
品
種
改
良
は
じ

め
コ
メ
増
産
に
関
係
者
は
懸
命
に
努
力
し

た
。
そ
の
後
、
国
際
化
の
流
れ
か
ら
貿
易

自
由
化
の
波
に
の
ま
れ
、
例
え
ば
国
内
価

格
の
5
分
の
1
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
出

現
。
都
市
近
郊
農
業
は
、
休
耕
田
で
収
入

を
得
る
変
則
的
な
姿
。
さ
ら
に
就
業
者
の

高
齢
化
と
従
事
者
不
足
は
著
し
く
、
農
家

の
採
算
不
足
は
、
地
方
を
過
疎
化
に
追
い

や
っ
て
し
ま
っ
た
。消
費
者
側
も
食
事
形
態

が
大
き
く
変
化
、「
コ
メ
」
離
れ
は
、
1
人

1
年
約
1
2
0
㎏
消
費
が
、約
50
㎏
と
な
っ

た
。
平
成
6
年
「
平
成
の
コ
メ
騒
動
」
で

は
、前
年
度
米
産
が
天
候
不
順
に
よ
る
不
足

で
2
0
0
万
ｔ
の
外
米
を
必
要
と
し
た
。当

時
、国
内
産
の
光
沢
と
粘
り
の
あ
る
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
米
、
い
わ
ゆ
る
銀
シ
ャ
リ

4

4

4

4

と
輸
入
の
パ

サ
パ
サ
し
た
長
粒
米
（
イ
ン
デ
ィ
カ
米
）
と

の
味
違
い
は
悪
評
で
あ
っ
た
。

　

神
代
の
時
代
か
ら
日
本
人
と
“
コ
メ
”

は
一
体
で
あ
る
。
先
々
食
糧
の
世
界
人
口

は
約
90
億
人
、
異
常
気
象
・
耕
地
面
積
か

ら
食
料
の
危
機
は
既
に
答
え
が
出
て
い
る
。

現
在
の
食
品
ロ
ス
は
論
外
で
あ
る
。
因
み

に
自
給
率
の
低
い
ス
イ
ス
は
憲
法
に
食
料

の
安
全
保
障
を
明
記
し
、
基
礎
的
食
料
の

半
年
分
と
加
工
食
品
1
年
分
を
備
蓄
し
て

い
る
。
食
料
自
給
に
つ
い
て
は
、
本
欄
で

予
て
か
ら
危
惧
し
て
き
た
一
つ
で
も
あ
る

が
『
米
は
伝
承
す
べ
き
文
化
』
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
要
は
、
我
が
国
の
地
方
再
生
と

併
せ
た
コ
メ
を
主
と
す
る
食
料
安
全
保
障

の
確
立
、
い
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。
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